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著者は多変数白己回帰モデルを }-14 いて， まず測定された相関関数行列から白己凹帰モデルの係数行
列および白色雑音の共分散行列を求め，各変数のパワースペクトル密度に対する各雑音の寄与率を計
算し， 多変数のコヒーレンス解析を行った。その結果に基づいて，炉出力変動の雑音源は炉心下部の
熱本力.:;::的な現象によって生じることを明らかにした。さらに炉出力の予測誤差の分散を市時監視す
ることによって原子炉の呉市を検出し，またパワーの寄与率を計算することによって異常の原 [t]の診
断ができることを実例によって示している。
これらの成果は原子炉の雑音解析および呉市診断技術に寄与するところが大であり，本論文は博士
必ょとして佃i値あるものと認める。
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